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TOTO とノーリツ アライアンス強化 

～お互いの強みをいかし、お客様への最適生活提案のため連携強化～

TOTO 株式会社（社長：木瀬照雄、以下 TOTO という）と株式会社ノーリツ（社長：神﨑茂治、以

下ノーリツという）は、多様化する顧客ニーズに対応し拡大が見込まれるリフォーム市場で最適な

商品とサービスをお客様にご提案していくため、両社の技術力・開発力を持ち寄り、相互の競争

力を高めていくアライアンスを今後さらに強化していくことにこのたび合意しました。 

両社は、2002 年 4 月に市場における競争力を高めることを目的に、商品・部品の相互供給を

行うことなどで業務提携していますが、今回の合意により、さらに幅広い分野でお互いの強みを

いかし、お客様への最適生活提案を実現することができるよう連携強化していきます。 

 

■ 背 景 

 住宅業界は新築住宅着工数の減少が見込まれる中で、ストック住宅に対するリフォーム需

要の創造と取り込みが大きな課題となっています。 

この対応のためには、より魅力ある商品づくりをはじめとして、多様化するお客様の要求品

質・コストに応えられる生産・販売・アフターサービス体制などを提供することがますます重要

になっています。 

 

■ 現在までの経緯  

 2002 年 4 月に両社の保有する強みを共有し、市場における競争力を高めることを目的に商

品・部材の相互供給などで業務提携をしました。 

 ＴＯＴＯはノーリツから、ガス、石油給湯機のＯＥＭ供給や洗面化粧台のミラーキャビネット

などの部品供給を受け、ノーリツは TOTO から、水栓、人工大理石カウンターなどの部品供

給を受けています。 

また、ノーリツのグループ会社である株式会社ハーマンプロとＴＯＴＯでは、システムキッチ

ンのガスビルトインコンロの一部を共同開発しています。 

 

■ 今回の提携内容 

１． 新商品・新技術での共同開発 

① 今後のシステムバス、システムキッチンなど（以下 システム商品という）において、相互

の技術を持ち寄り、高品質でお客様価値の高い商品の共同開発をしていきます。 

② 新技術の研究開発面で、それぞれが保有する技術を融合し、家庭用燃料電池など 

新技術の共同研究を進めていきます。 



２． 生産、販売でのアライアンス強化 

① TOTO が販売しているガスおよび石油給湯機の生産、販売をノーリツに全面移管しま 

   す。（２００８年１月より） 

② 相互供給（ＯＥＭ供給）は、現在進めている商品以外についても検討していきます。 

※部材の相互供給を従来以上に積極的に進めていくとともに、機能部品の共同開発な

ど生産面でのアライアンスを強化していきます。なお、給湯機以外の商品の販売につ

きましてはお互い現状どおり独自性を維持していきます。 

       小型電気温水器については、引き続きＴＯＴＯにて事業を継続します。 
 

 

３．サポート体制のアライアンス強化 

① TOTO の販売してきた給湯機のアフターサービスをノーリツのサービス会社の 

   株式会社エヌティーエスに移管します。（２００７年８月より） 

② システム商品のメーカー施工体制について共同構築を検討していきます。 

 

■ 両社の会社概要 

項 目 TOTO 株式会社 株式会社ノーリツ 

設   立 １９１７年（大正６年） １９５１年（昭和２６年） 

本   社 北九州市小倉北区中島２－１－１ 神戸市中央区江戸町９３番地  

資 本 金 ３５５億７，９００万円 ２０１億６，７００万円 

事業内容 住宅設備機器の製造・販売 住宅設備機器の製造・販売 

社   長 木瀬照雄（きせ てるお） 神﨑茂治（かんざき しげはる） 

従業員数 ２０，４８１名（連結） ４，９０７名（連結） 

売 上 高 ５，１２２億円（連結）<2007.3 月期> １，８２０億円（連結）<2006.12 月期> 

 

 

 


